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業績予想の開示に関するお知らせ  

 
平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響により未定としていた平成24年３月期の連結業績予

想につきまして、下記のとおり開示いたします。 
 

記 
 
平成 24 年３月期の連結業績予想(平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日) 

(％表示は通期は対前期、第 2 四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭 

第 2 四半期 
連結累計期間 71,400 39.1 △200 － △300 － △900 － △22.97 

通期    157,000 27.7 4,600 64.4 4,400 56.9 2,500 △76.2 63.82 

 
業績予想の概況 

平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災の影響により、依然として先行きの不透明感は払拭できな

い状況が続くものと思われますが、現時点における原材料調達、顧客の受注動向を踏まえて今般業績予想

を開示いたします。 
 
当社グループは以下の経営ビジョンを策定し、日立グループの社会イノベーション事業としての医療事

業を推進するとともに、厳しい状況を乗り越えるべく対応してまいります。 
 
＜ 2011 年度経営ビジョン ＞ 
〔日立アロカメディカル株式会社との企業結合によるグローバル競争力強化〕 

企業結合の円滑な立上げとシナジー効果の発揮 
〔医療機器市場の二極化に対応した事業構造構築〕 

現在、医療機器市場は先進国向けの高機能・ハイエンド機と新興国向け低価格・普及機の二極化が

加速しておりますが、当社は高性能で操作性・パフォーマンスの高い製品と低価格・普及機の開発・

生産・販売に注力してまいります。 
〔新ビジネスモデル展開による事業構造改革の推進〕 

ハードウェア、ソフトウェア、アプリケーション、デザイン、保守・サービス、画像情報システム

を組み合わせたトータルソリューションを提供してまいります。 
 
 
 



＜国内販売力強化＞ 
〔営業拠点統合〕 

子会社の日立アロカメディカル株式会社、日立メディカルコンピュータ株式会社とのシナジーを創

出する販売体制を構築してまいります。 
〔顧客ワークフローの改善提案〕 

PACS を軸としたモダリティとの一括営業を行い、中小規模病院、健診施設、クリニックへの対応

を進めてまいります。 
〔ルミナリーサイト病院拡大と有効活用〕 

ルミナリーサイト病院を拡大し、新製品評価とブラッシュアップ、臨床データ活用、商談先の見学

案内等での有効活用を進めてまいります。 
 
＜海外売上高拡大＞ 

〔中国〕 
新興国向け低価格機を中心に中国生産を拡大し、中国向け販売も拡大してまいります。また、医療

機器市場の二極化に対応すべく、上級機と低価格機の両面販売を加速してまいります。  
〔アジアベルト〕 

中国生産品を投入することで徹底した低価格戦略を進めてまいります。また、今後さらなる成長が

期待される中東事業を拡大し、インド市場への参入も進めてまいります。 
〔米州〕 

米国の共同購入機構(GPO)活用による MR イメージング装置 OASIS と 64 スライス CT 装置

SCENARIA の販売を推進します。また、カナダ・中南米への販路拡大にも取り組んでまいります。 
〔欧州〕 

日立アロカメディカル株式会社統合による販売体制再構築に取り組み、同社の販売網を活用して診

断用超音波装置のほか、ＭＲイメージング装置や X 線 CT 装置、X 線装置事業の拡大を進めてまいり

ます。また、欧州各国別の販売戦略を推進してまいります。 
 
＜製品戦略＞ 

[ＭＲイメージング装置] 
新製品 1.5TMR イメージング装置ECHELON RXのグローバル拡販を推進してまいります。また、

高磁場ＭＲイメージング装置 OASIS の GPO(Group Purchase Organization)活用による販売拡大に

取り組みます。また、1.5Ｔ、３Ｔの超高磁場製品の開発を加速してまいります。更に、新製品 APERTO 
Lucent を中心に永久磁石方式 MR イメージング装置のグローバル拡販に注力してまいります。 

[診断用超音波装置] 
日立アロカメディカル株式会社との事業統合によるシナジー創出に努め、同社の販売網を活かした

拡販を進めることでグローバルのシェア拡大に取り組んでまいります。また、コストパフォーマンス

や操作性に優れた装置、臨床分野ごとの特徴に対応した差別化技術の開発に取り組み、市場ニーズに

対応した製品開発を進めてまいります。 
 [Ｘ線ＣＴ装置] 

伸長する国内・海外の 64 スライス市場に対応すべく、被ばく低減技術などの他社と差別化した技

術を搭載した 64 スライスＣＴ装置 SCENARIA の拡販に取り組みます。また、昨年度国内診療報酬

改訂により大きく売上を伸ばしたマルチスライス CT 装置 ECLOS（16/8/4 スライス）の拡販をグロ

ーバルに進めてまいります。 
 [Ｘ線装置] 

多目的透視撮影装置のスタンダード化に成功した CUREVISTA・EXAVISTA については国内市場

はもちろん、アジア地域を中心としたグローバル販売拡大に取り組んでまいります。また、コンパク

ト化による操作性向上・Ｘ線出力アップによる短時間撮影の実現を特長とした新製品 CR 搭載回診車

の拡販に取り組んでまいります。 
   [医療情報システム] 

画像情報システムについては、次世代 PACS を今年度市場投入いたします。モダリティとのトータ

ルソリューションビジネスを深化させ、中小規模病院・健診施設・クリニックへの展開を図ってまい

ります。また、病院向け電子カルテのボリュームゾーン向けパッケージの営業展開を進めます。 



[汎用分析装置] 
国内市場については業界トップクラスの計測技術確立に努め、モニタリング市場ではさらなるシェ

ア拡大に取り組んでまいります。また、東日本大震災による原子力発電所の破損に伴い、放射線(能)
管理装置及び放射線測定装置は、緊急対策としての装置、さらに今後は、防災対策の整備・増強のた

めの装置として需要増加が見込まれます。今回の緊急事態に際し、多くのご要望に応えることができ

るように生産体制を増強してまいります。 
海外市場については、アジア市場における販売チャネルの強化・中国市場に適した製品の企画・投

入を進めてまいります。 
[医用分析装置] 

主力製品である検体前処理関連装置、体外診断薬メーカーへの OEM 分析装置ならびに新規分野(調
剤市場)の３分野への製品展開を引き続き行い、それぞれ積極的な事業活動を展開してまいります。 

 
以上のような状況を踏まえ、平成 24 年３月期第２四半期連結累計業績予想は売上高 714 億円、営業損

失 2 億円、経常損失 3 億円、四半期純損失 9 億円を見込んでおります。平成 24 年３月期通期連結業績予

想は売上高 1,570 億円、営業利益 46 億円、経常利益 44 億円、当期純利益 25 億円を見込んでおります。 
 
 
(注) 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

以上 
 


